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議会ＢＣＰを発動し、議会災害対策会議を開催しました

【今後の定例会開会予定日】12月定例会：12月４日（水）　２月定例会：令和２年（2020年）２月12日（水）
※開会予定日は、変更となる場合があります。

⃝定例会の主な動き
本会議（9/4～11、17）… …………… 一般質問、議案上程、採決（2・4面）
各常任委員会（9/18～24）… …………………議案、請願・陳情審査等（3面）
決算特別委員会（9/25、26、30、10/１、２）… ……決算認定議案審査（3面）
本会議（9/27）……………………………… 委員長報告、議案上程、採決（4面）
本会議（10/4）……………………………… 委員長報告、議案上程、採決（4面）

⃝定例会の概要
・９月定例会では16名の議員が一般質問を行いました。
・�当初、会期を９月27日までとしましたが、台風15号の対応のため、会
期を10月4日まで延長しました。

・�市長提出議案として、条例関係議案９件、補正予算議案９件、その他
議案２件を可決、議案第36号鎌倉市青少年会館条例の一部を改正する
条例の制定についてを否決、平成30年度一般会計ほか６特別会計決算
を認定したほか、人権擁護委員の候補者の推薦および公平委員会の委
員の選任について同意しました。

・�議員提出議案として、「日米地位協定の見直しを求める意見書の提出
について」「2021年度介護保険制度の改定に対する意見書の提出につ
いて」および「気候非常事態宣言に関する決議について」を可決、１
件を否決しました。

・請願１件、陳情２件を採択、陳情１件を不採択としました。

令和元年（2019年）９月定例会（９月４日～10月４日）
平成30年度一般会計および６特別会計決算を認定

※議会BCPとは、大規模災害等の緊急事態が発生した際に果たすべき議会や議員の役割、行動指針などを定めた業務継続計画（Business  
Continuity　Plan）であり、９月１日に策定しました。議会BCPの策定により、災害情報の収集や議員の参集、議会の審査を迅速に開始す
るなど、早期の復旧・復興に取り組むことが可能となっています。

　台風15号の襲来を受け、９月９日（月）に議会BCP（※）を発動しました。これにより、議長、副議長、
各派代表者および総務常任委員会委員長、副委員長から構成される鎌倉市議会災害対策会議を設置し、会
議を９月９日（月）から17日（火）までの間に６日間、計８回開催しました。
　会議では、市の災害対策本部会議における災害関連情報について議会事務局長からの報告を受け、また、

議員が収集した倒木、崖崩れ等の地域の被災状況や、その収集し
た被災状況および市民から受け取った意見や要望を踏まえた上で、
市に対してどのような施策を講じてほしいかということを、市の
災害対策本部に情報伝達しました。このように、議会としても台
風15号の影響で発生した大規模な停電や倒木、崖崩れ等の現状把
握およびそれらの災害から市民の安全を早急に確保するため、会
期を１週間延長し、10月４日（金）までとしました。
　なお、10月の台風19号の襲来の際にも議会BCPを発動し、議会
災害対策会議を開催しました。

　議会BCPにおいて、同計画の対象となる災害の発生を想定した訓練等を実施
することとしています。
　９月４日（水）11時から、本会議を休憩し、地震が発生した想定でシェイクア
ウト訓練を実施しました。議員、理事者、市職員だけでなく傍聴者にもご参加い
ただき、議場に備え付けのヘルメットを着用し、机の下に身を隠すといった行動
をとりました。（右の写真）
　シェイクアウトとは、地震発生時に身を守るための安全確保行動をとる、どこ
でも、誰でも気軽に参加できる訓練です。鎌倉市議会では平成25年度から実施し
ています。

シェイクアウト訓練を実施しました

　議員の調査研究に資するために設置している
議会図書室については、一般の方も利用可能で
す。8月から入口付近に机と椅子を設置し、蔵書
をその場で気軽に読むことができるようにしました。貸し出しも可能です。
【開室時間】
•平日の午前８時30分から午後５時15分まで
【蔵書の貸出冊数、貸出期間】
•図書について…………１人３冊を限度として７日以内
•刊行物等について……１人２冊を限度として５日以内

蔵書（鎌倉市議会会議録、
官報など）一覧は市議会
ホームページで公開して
います。

議会図書室に閲覧スペースを設置しました
お気軽にご利用ください

鎌倉市議会災害対策会議の様子

議会図書室
（本庁舎2階議会事務局横）
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気
候
変
動
へ
の
対
応
に
つ
い
て

次
の
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

質
問
…
気
候
変
動
対
策
に
つ
い
て

市
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

環
境
部
長
…
市
で
は
地
球
温
暖
化

対
策
地
域
実
行
計
画
を
策
定
し

て
、
地
球
温
暖
化
が
引
き
起
こ

す
異
常
気
象
等
に
対
し
て
、
温

暖
化
の
緩
和
策
と
温
暖
化
へ
の

適
応
策
の
両
面
か
ら
対
応
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
市
民
や

事
業
者
へ
の
啓
発
、
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
機
器
等
の
導
入
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
促
進
、
低
炭

素
ま
ち
づ
く
り
へ
の
推
進
、
温

暖
化
に
適
応
し
た
暮
ら
し
の
促

進
な
ど
の
施
策
を
進
め
て
い

る
。
温
暖
化
へ
の
適
応
策
に
つ

い
て
は
、令
和
２
年
度
に
行
う
、

計
画
の
中
間
見
直
し
の
際
に
、

よ
り
具
体
的
な
説
明
を
加
え
、

さ
ら
に
多
く
の
施
策
を
提
示

し
、
わ
か
り
や
す
い
計
画
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

質
問
…
省
エ
ネ
機
器
等
の
設
置
補

助
事
業
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

同
部
長
…
平
成
30
年
度
は
家
庭
用

機
器
に
対
し
て
90
件
、
企
業
向

け
に
は
１
件
の
補
助
金
を
交
付

し
て
い
る
。
令
和
元
年
度
は
家

庭
用
機
器
へ
の
補
助
金
の
予
算

を
１
０
０
万
円
増
額
し
、
よ
り

多
く
の
家
庭
へ
の
普
及
を
考
え

て
い
る
。

質
問
…
ネ
ッ
ト
・
ゼ
ロ
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
ハ
ウ
ス
（
Ｚ
Ｅ
Ｈ
）
へ

の
補
助
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

同
部
長
…
Ｚ
Ｅ
Ｈ
、
い
わ
ゆ
る
省

エ
ネ
住
宅
と
い
わ
れ
る
も
の
に

つ
い
て
は
「
住
宅
用
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
省
エ
ネ
機
器
等

設
置
費
補
助
金
交
付
要
綱
」
を

平
成
29
年
度
に
改
正
し
、
個
別

機
器
へ
の
補
助
に
加
え
、
５
万

円
の
補
助
額
を
加
算
し
て
普
及

を
図
っ
て
い
る
。

質
問
…
地
球
温
暖
化
対
策
は
二
酸

化
炭
素
だ
け
に
注
目
す
る
の
で

は
な
く
、
そ
れ
以
外
の
温
室
効

果
ガ
ス
を
二
酸
化
炭
素
に
換
算

す
る
と
ど
う
な
の
か
と
い
う
こ

と
が
非
常
に
重
要
に
な
っ
て
く

る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

同
部
長
…
現
在
策
定
中
の
市
役
所

の
実
行
計
画
で
あ
る
地
球
温
暖

化
対
策
実
行
計
画
で
は
、
温
暖

化
対
策
推
進
法
に
定
め
る
７
種

類
の
温
室
効
果
ガ
ス
を
対
象
と

し
て
、
そ
れ
を
二
酸
化
炭
素
に

換
算
し
て
排
出
量
を
抑
制
し
て

い
こ
う
と
い
う
計
画
と
し
て
い

る
。

質
問
…
地
球
環
境
は
非
常
に
危
機

的
状
況
だ
と
い
う
感
覚
で
対
策

を
打
っ
て
い
か
な
く
て
は
い
け

な
い
と
考
え
る
。
市
の
全
て
の

政
策
を
行
う
際
に
二
酸
化
炭
素

に
換
算
、
計
算
し
て
、
地
球
環

境
に
寄
与
し
て
い
る
政
策
な
の

か
を
判
断
基
準
に
し
て
取
り
組

ん
で
も
ら
い
た
い
が
、い
か
が
か
。

市
長
…
現
在
、
市
の
全
て
の
事
業

に
つ
い
て
、
ご
指
摘
の
よ
う
な

計
算
を
し
て
い
る
状
況
で
は
な

い
。
今
後
、
そ
う
い
う
形
が
可

能
な
の
か
ど
う
か
は
、
検
討
し

て
い
き
た
い
。

質
問
…
鎌
倉
市
役
所
と
し
て
の
再

生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

小
礒
副
市
長
…
二
酸
化
炭
素
の
削

減
に
は
、
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

よ
る
発
電
量
の
割
合
を
大
き
く

す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い

る
。
市
の
施
設
に
お
い
て
も
再

生
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
発
電
量

の
割
合
が
大
き
い
電
力
会
社
か

ら
優
先
的
に
電
力
調
達
を
し

て
、
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
の

削
減
に
努
め
た
い
と
考
え
て
い

る
。
市
が
積
極
的
に
再
生
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ

り
低
炭
素
社
会
の
実
現
、
持
続

可
能
な
発
展
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
。

一
般
質
問

　
防
災
対
策
に
つ
い
て
、
次
の
質

問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

質
問
…
防
災
行
政
用
無
線
は
、
風

や
雨
の
強
い
日
な
ど
、
気
象
条

件
に
よ
っ
て
は
放
送
の
内
容
が

聞
こ
え
な
い
こ
と
が
あ
る
。
他

の
自
治
体
で
は
、
ポ
ケ
ベ
ル
の

周
波
数
帯
を
活
用
し
た
難
聴
対

策
を
行
っ
て
い
る
が
、
現
在
の

防
災
行
政
用
無
線
の
難
聴
対
策

に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

防
災
安
全
部
長
…
市
内
１
５
１
カ

所
の
ス
ピ
ー
カ
ー
に
よ
り
ほ
ぼ

全
域
を
カ
バ
ー
し
て
い
る
が
、

地
形
や
建
物
の
状
況
、
天
候
に

よ
り
聞
こ
え
に
く
い
現
状
が
あ

る
中
、
そ
れ
を
補
う
難
聴
対
策

と
し
て
、防
災
・
安
全
情
報
メ
ー

ル
、消
防
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
、

防
災
ラ
ジ
オ
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
の
テ
ロ
ッ
プ
放
送
、
鎌
倉
エ

フ
エ
ム
の
割
り
込
み
放
送
を
実

施
し
て
い
る
。
そ
の
他
有
効
な

手
段
が
あ
れ
ば
積
極
的
に
取
り

入
れ
、
市
民
に
確
実
に
情
報
提

供
し
て
い
き
た
い
。

質
問
…
市
民
が
避
難
所
の
運
営
に

関
心
を
持
ち
、
各
地
域
の
実
情

に
合
う
避
難
所
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

展
開
が
期
待
さ
れ
る
が
、
避
難

所
運
営
に
つ
い
て
、
学
校
、
自

主
防
災
組
織
、
市
と
の
連
携
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

同
部
長
…
市
が
避
難
所
を
開
設
す

る
際
に
は
、
各
学
校
と
使
用
場

所
な
ど
の
調
整
を
行
い
、
避
難

所
の
運
営
を
行
う
。
現
在
、
自

主
防
災
組
織
が
中
心
と
な
り
、

小
学
校
ブ
ロ
ッ
ク
の
避
難
所
運

営
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。

質
問
…
各
小
学
校
ブ
ロ
ッ
ク
の
避

難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成

状
況
は
ど
う
か
。
ま
た
、
中
学

校
の
避
難
所
に
つ
い
て
、
地
域

と
の
連
携
状
況
を
聞
き
た
い
。

同
部
長
…
平
成
31
年
４
月
に
避
難

所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
ひ
な
型

を
公
表
し
、
作
成
の
促
進
を

図
っ
て
い
る
。
現
在
、
小
学
校

ブ
ロ
ッ
ク
市
内
16
校
中
、
完
成

が
７
校
、
作
成
中
が
４
校
で
あ

る
。
未
作
成
の
小
学
校
ブ
ロ
ッ

ク
に
は
検
討
を
お
願
い
し
て
い

る
。
ま
た
、
避
難
所
と
な
る
中

学
校
の
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア

ル
は
、
一
部
の
地
域
で
作
成
に

着
手
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

質
問
…
東
日
本
大
震
災
で
は
、
マ

ン
シ
ョ
ン
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の

停
止
な
ど
が
問
題
と
な
っ
た
。

大
地
震
に
対
し
、
マ
ン
シ
ョ
ン

の
特
性
故
に
心
配
さ
れ
る
被
害

は
何
か
。

同
部
長
…
マ
ン
シ
ョ
ン
固
有
の
被

害
と
し
て
、玄
関
ド
ア
の
変
形
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
故
障
と
復
旧

の
遅
れ
、
立
体
駐
車
場
や
機
械

式
駐
車
場
の
故
障
が
あ
る
。
自

動
停
止
し
た
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の

復
旧
は
、
メ
ー
カ
ー
の
技
術
員

に
よ
る
点
検
が
必
要
で
あ
る
た

め
、
時
間
が
か
か
る
。
防
災
対

策
の
検
討
に
際
し
て
は
、
こ
う

し
た
状
況
を
想
定
す
る
必
要
が

あ
る
。

質
問
…
仙
台
市
の
取
り
組
み
で
あ

る
防
災
性
能
と
防
災
活
動
を
評

価
す
る
防
災
力
向
上
マ
ン
シ
ョ

ン
認
定
制
度
は
、
耐
震
ド
ア
の

設
置
な
ど
の
評
価
項
目
の
ほ

か
、
自
主
防
災
組
織
の
結
成
と

防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
が
必

須
項
目
で
あ
る
。
マ
ン
シ
ョ
ン

防
災
と
地
域
防
災
の
両
方
に
効

果
的
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

同
部
長
…
マ
ン
シ
ョ
ン
の
防
災
力

を
評
価
す
る
防
災
力
向
上
マ
ン

シ
ョ
ン
認
定
制
度
の
う
ち
、
防

災
活
動
の
評
価
項
目
の
一
つ
で

あ
る
地
域
と
の
連
携
が
、
ポ
イ

ン
ト
と
な
る
。
マ
ン
シ
ョ
ン
の

防
災
力
を
高
め
、
地
域
全
体
の

防
災
力
向
上
に
つ
な
が
る
考
え

方
と
し
て
、
参
考
に
し
た
い
。

　
一
般
質
問
と
は
、
市
の
事
務
や
市
が
抱
え
る
課
題
等
に
つ
い

て
市
長
な
ど
に
た
だ
す
も
の
で
、
９
月
定
例
会
で
は
16
名
の
議

員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
議
会
広
報
委
員
会
で
事
項
別
に
整
理
し
た
内
容

の
一
部
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
一
般
質
問
の
全
文
は
、
11
月
下
旬
作
成
予
定
の
本
会
議
録
に

掲
載
し
ま
す
。
図
書
館
や
鎌
倉
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
「
会

議
録
検
索
シ
ス
テ
ム
」
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

一般質問項目一覧
①　山田　直人（鎌倉みらい）
　１　�環境政策及びエネルギー政策につ

いて
②　松中　健治（無所属）
　１　防災
　２　財政と開発、再開発。交通体系。
　３　�鎌倉らしさ、鎌倉ならではの景観、

印象。歴史、近現代、環境、地政
学的見地。

③　武野　裕子（日本共産党）
　１　�保育園の民営化計画、子ども会館

の閉館問題、あおぞら園のその後。
　２　�情報公開、公文書の保存、図書館

の充実
　　　― 真の共生社会のために。
④　保坂　令子（神奈川ネット鎌倉）
　１　マンション防災について
　２　�高齢者が自宅で暮らし続けられる

ための支援、特に外出支援につい
て

⑤　安立　奈穂（神奈川ネット鎌倉）
　１　�子どもたちのスマホとのつき合い

方について
　２　青少年の居場所の確保について

⑥　伊藤　倫邦（自民党鎌倉市議団）
　１　国道134号線道路整備について
　２　�坂ノ下周辺の道の駅構想について
　３　�津波発生時、避難道路の整備につ

いて
　４　防災無線について
　５　岩瀬子ども会館閉鎖について
　６　生ごみ輸送車臭気対策について
　７　�市道、県道道路、安全対策整備に

ついて
⑦　高野　洋一（日本共産党）
　１　�観光・文化と市民生活に関連した

諸課題について
　２　開発関連条例の見直しについて
⑧　長嶋　竜弘（無所属）
　１　�気候変動が危機的状況の中、変革

の時代の街づくりを考える！
　　　�～ “ＳＤＧｓウオッシュ” まっし

ぐらの鎌倉市政への警告～
⑨　くりはら　えりこ（無所属）
　１　�海の安全対策・水難事故防止につ

いて（ＳＤＧｓ目標３・11）
　２　�津波・海面上昇・高潮に対応した

沿岸地域の対策について（ＳＤＧ
ｓ目標11）

　３　�気候危機対策と気候非常事態宣言
について（ＳＤＧｓ目標６・
11・13）

　４　�災害時の市と関連機関との連携に
ついて（ＳＤＧｓ目標17）

　５　�市職員の鎌倉市民率と地域担当制
について（ＳＤＧｓ目標17）

　６　�災害時の受援宿泊施設・応急仮設
住宅配置計画・災害公営住宅につ
いて（ＳＤＧｓ目標17）

　７　�減災まちづくりとしてのバッ
ファーゾーン（緩衝地帯）と都市
計画について（ＳＤＧｓ目標11）

　８　�避難所・公民館・建築物の耐震化
促進と安全性強化について（ＳＤ
Ｇｓ目標11）

　９　�多世代交流・コミュニティの大切
さについて（ＳＤＧｓ目標17）

　10　�補助金・助成金について
⑩　前川　綾子（鎌倉みらい）
　１　鎌倉地域の漁港について
　２　障害児支援事業の充実について
⑪　髙橋　浩司（鎌夢会）
　１　働くまち鎌倉について
⑫　納所　輝次（公明党）
　１　�鎌倉市の指定管理者制度の実施状

況と課題について
⑬　吉岡　和江（日本共産党）
　１　�地方自治体の役割とまちづくりに

ついて

　２　�健康づくりを軸に市民が安心して
元気に暮らし続けられるまちに

⑭　千　一（無所属）
　１　�身体障がい者中心のグループホー

ムについて
　２　いじめについて
　３　引きこもりについて
　４　�刑務所しか居場所のない人につい

て
⑮　竹田　ゆかり（無所属）
　１　�「オンデマンドモビリティサービ

ス」の検討について
　２　�「包括予算制度」をふりかえって
　３　�「学校施設整備計画」策定にあたっ

て
　４　�小学校の「給食費公会計化」につ

いて
　５　�「庁舎管理規則」の見直しにあたっ

て
⑯　森　功一（自民党鎌倉市議団）
　１　幼児教育・保育の無償化について
　２　�消防団の設備、装備の充実につい

て
　３　�特殊詐欺の撲滅に向けた取組につ

いて
　４　避難所運営マニュアルについて
　５　�下水道事業におけるコンセッショ

ン方式導入の可能性について

気
候
変
動
に
つ
い
て

防
災
対
策
に
つ
い
て



（３）　　第２４７号 か ま く ら 議 会 だ よ り 令和元年（2019年）11月１日

　
９
月
定
例
会
で
は
、
市
長
か
ら

平
成
30
年
度
の
一
般
会
計
お
よ
び

６
特
別
会
計
決
算
の
認
定
議
案
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
。

決
算
特
別
委
員
会
の
設
置　

　

議
会
は
、
９
月
17
日
の
本
会
議

に
お
い
て
、
各
会
派
か
ら
選
出
さ

れ
た
委
員
10
名（
委
員
名
簿
参
照
）

か
ら
な
る
平
成
30
年
度
鎌
倉
市
一

般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
等
審
査
特

別
委
員
会
（
以
下
「
決
算
特
別
委

員
会
」
と
い
う
）
を
設
置
し
、
こ

れ
ら
の
審
査
を
付
託
し
ま
し
た
。

決
算
特
別
委
員
会
に
お
け
る
審
査

　

決
算
特
別
委
員
会
で
は
、
９
月

25
日
、
26
日
、
30
日
、
10
月
１
日
、

２
日
の
５
日
間
に
わ
た
り
、
予
算

審
査
に
お
け
る
議
会
の
指
摘
事
項

の
反
映
状
況
や
、
後
期
実
施
計
画

の
諸
施
策
の
進
捗
状
況
な
ど
を
中

心
に
、
予
算
の
適
正
な
執
行
と
、

そ
の
行
政
効
果
に
つ
い
て
、
担
当

部
課
へ
の
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、「
市
民
へ
の
情
報
伝
達

に
つ
い
て
」「
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
事
業
に
つ
い
て
」「
発
達
支

援
事
業
に
つ
い
て
」「
ご
み
処
理

体
制
に
つ
い
て
」「
青
少
年
会
館

管
理
運
営
事
業
に
つ
い
て
」
は
重

要
課
題
と
し
て
市
長
に
出
席
を
求

め
、そ
の
見
解
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　

審
査
後
、採
決
を
行
い
、一
般
会

計
決
算
お
よ
び
介
護
保
険
事
業
特

別
会
計
決
算
は
多
数
の
賛
成
に
よ

り
認
定
、下
水
道
事
業
特
別
会
計
、

大
船
駅
東
口
市
街
地
再
開
発
事
業

特
別
会
計
、
国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計
、
公
共
用
地
先
行
取
得

事
業
特
別
会
計
お
よ
び
後
期
高
齢

者
医
療
事
業
特
別
会
計
決
算
は
総

員
の
賛
成
に
よ
り
認
定
し
ま
し
た
。

本
会
議
に
お
け
る
委
員
長
か
ら
の

審
査
結
果
報
告
、
討
論
・
採
決

　

10
月
４
日
の
本
会
議
に
お
い

て
、
委
員
長
か
ら
審
査
経
過
お
よ

び
結
果
が
報
告
さ
れ
、
そ
の
中
で

一
般
会
計
決
算
議
案
に
対
し
て

は
、
決
算
特
別
委
員
会
で
全
会
一

致
と
な
っ
た
次
の
３
つ
の
意
見
が

付
さ
れ
ま
し
た
。

〇
市
民
へ
の
情
報
発
信
に
つ
い
て

　
公
共
施
設
再
編
計
画
の
進
行
管

理
に
つ
い
て
は
、
計
画
の
市
民
へ

の
周
知
に
課
題
が
あ
る
と
考
え
ら

れ
、
ま
た
同
計
画
に
位
置
付
け
ら

れ
て
い
る
施
設
は
、
市
民
生
活
に

密
接
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
計
画

の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
そ
の
利

用
者
や
地
元
住
民
の
混
乱
を
招
か

な
い
よ
う
、
丁
寧
な
説
明
を
求
め

る
。

〇�

児
童
虐
待
防
止
の
取
り
組
み
に

つ
い
て

　
児
童
虐
待
を
未
然
に
防
止
し
、

児
童
の
生
命
と
安
全
を
確
保
す
る

た
め
に
は
、
関
係
機
関
と
の
連
携

を
さ
ら
に
強
化
す
る
と
と
も
に
、

一
つ
一
つ
の
事
例
を
過
小
評
価
す

る
こ
と
な
く
、
事
案
の
終
結
が
明

確
に
な
る
よ
う
な
対
応
を
求
め

る
。
ま
た
、
担
当
職
員
に
過
重
な

負
担
が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
働
く

環
境
を
整
え
、
チ
ー
ム
と
し
て
未

然
防
止
対
策
に
取
り
組
む
こ
と
を

求
め
る
。

〇
ご
み
処
理
体
制
に
つ
い
て

　
市
長
は
平
成
30
年
度
末
に
、
新

焼
却
施
設
を
整
備
し
な
い
と
い
っ

た
、
将
来
の
ご
み
処
理
体
制
に
つ

い
て
の
方
針
を
表
明
し
た
も
の

の
、
二
市
一
町
で
の
広
域
連
携
に

よ
る
ご
み
処
理
計
画
も
、
技
術
的

に
裏
付
け
さ
れ
た
ご
み
処
理
方
策

も
不
透
明
な
中
、
将
来
的
に
は
ご

み
の
焼
却
を
行
わ
な
い
こ
と
だ
け

が
先
行
し
て
い
る
方
針
で
は
、
安

定
し
た
ご
み
処
理
が
で
き
る
確
証

は
持
て
ず
、
市
民
生
活
の
不
安
を

払
拭
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
。

よ
っ
て
、
今
後
の
ご
み
処
理
体
制

に
つ
い
て
は
、
い
ま
だ
課
題
は
残

る
が
、
市
は
将
来
に
わ
た
る
安
定

し
た
ご
み
処
理
体
制
を
構
築
す
る

こ
と
を
求
め
る
。

　

そ
の
後
、
７
会
派
お
よ
び
１
名

の
無
所
属
議
員
か
ら
討
論
と
し
て

決
算
議
案
に
対
す
る
賛
否
の
意
見

が
表
明
さ
れ
、
引
き
続
き
採
決
を

行
っ
た
結
果
、
一
般
会
計
決
算
、

公
共
用
地
先
行
取
得
事
業
特
別
会

計
、
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
お

よ
び
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別

会
計
決
算
を
多
数
の
賛
成
に
よ
り

認
定
、
下
水
道
事
業
特
別
会
計
、

大
船
駅
東
口
市
街
地
再
開
発
事
業

特
別
会
計
お
よ
び
国
民
健
康
保
険

事
業
特
別
会
計
決
算
を
総
員
の
賛

成
に
よ
り
認
定
し
ま
し
た
。

決算特別委員会委員名簿（議席順）
委 員 長 志田　一宏（自由民主党鎌倉市議会議員団）
副委員長 中村聡一郎（鎌倉のヴィジョンを考える会）

委　　員

武野　裕子（日本共産党鎌倉市議会議員団）
安立　奈穂（神奈川ネットワーク運動・鎌倉）
河村　琢磨（鎌倉のヴィジョンを考える会）
日向　慎吾（鎌倉夢プロジェクトの会）
大石　和久（公明党鎌倉市議会議員団）
納所　輝次（公明党鎌倉市議会議員団）
山田　直人（鎌倉みらい）
伊藤　倫邦（自由民主党鎌倉市議会議員団）

平
成
30
年
度
決
算
を
審
査

一
般
会
計
お
よ
び
６
特
別
会
計
決
算
を
認
定決算特別委員会委員

請
願
・
陳
情
の
議
決
結
果

　９月定例会では２件の請願、10件の陳情が提出され、各常任委員会に付託し審査を行
いました。その結果、請願１件および陳情２件を採択し、陳情１件を不採択としたほか、
請願１件および陳情３件を継続審査とし、陳情４件を議決不要としました。
　結論が出た請願および陳情の要旨と結果は次のとおりです。
　【採択した請願および陳情】
◇日米地位協定の見直しを国に求める意見書の提出についての請願書
　請願の要旨　
　�　政府において、公正・良好な日米関係を維持するとともに、全国知事会の提言に基づ
き、日米地位協定の抜本的改定を行うよう、国に対し意見書の提出を求めるものです。
　委員会および本会議の結果　　委員会、本会議ともに多数の賛成により採択しました。
◇医療費助成制度継続についての陳情
　陳情の要旨　
　�　令和２年度の予算策定に際し、重度障害者医療費助成制度について、障害児者が負
担なく医療を受けられるよう求めるものです。
　委員会および本会議の結果　　委員会、本会議ともに総員の賛成により採択しました。
◇玉縄青少年会館の閉館についての陳情
　陳情の要旨
　�　玉縄青少年会館は、青少年、利用団体、近隣住民の重要な施設であることから閉館
せず、必要な耐震補強を行い、今後も使用できるよう対処することを求めるものです。
　委員会および本会議の結果　　委員会、本会議ともに多数の賛成により採択しました。
　【不採択とした陳情】
◇小学校の規模に比例した学区内の保育園・子供園の設置をもとめる陳情

　

９月19日開催　審査した内容（議案２件、陳情４件、報告事項等６件）

９月20日開催　審査した内容（議案４件、陳情３件、報告事項５件）

９月24日開催　審査した内容（議案４件、請願・陳情３件、報告事項６件）

９月18日開催　審査した内容（議案６件、陳情２件、報告事項７件）

報告事項　（仮称）山崎地区屋内温水プール施設整備事業の契約期間の
　　　　　終了時における手続き等について
　こもれび山崎温水プールは、現在の事業者との契約期間が、令和２年
１月31日で満了を迎えるに当たり、契約期間終了時の手続き等について
協議を行うとともに、その後の同プールの維持管理・運営方法について
検討してきたとのことです。現在の事業者において継続して事業を行う
には、10年間で約４億3000万円を市が負担する必要があること、また、
利用者から徴収する一般利用料金を20％以上値上げすることが条件で
あったため、市の負担の軽減および利用料金の据え置きは必要であると
考え、事業手法そのものの見直しを行うことにしたとのことです。
　今後、事業者の選定に当たっては公募型プロポーザル方式により行い、
10月を目途に事業者を選定していくスケジュールであるとのことです。
同プールは年間約24万人の方々にご利用いただいていることから、引き
続き、市民のスポーツ振興と健康づくりの場として、優良なサービスが
提供できるよう努めていくとのことです。
　委員会では、報告事項について了承されました。

議案第40号　鎌倉市児童発達支援センター条例の一部を改正する
　　　　　　条例の制定について
　鎌倉市児童発達支援センター条例の一部を改正する条例は、鎌倉市児
童発達支援センターあおぞら園において、民間活力を生かし、新たに障
害児相談支援事業を行うなど、機能の充実を図るとともに、発達支援体
制の充実を図ることを目的として、その管理運営に当たり指定管理者制
度を導入するため、必要な事項を定める条例です。
　本改正条例は、平成31年２月定例会において否決されましたが、その
審査の際に各委員から指摘があった課題の整理、対応策の検討を行い、
指定管理者制度導入後の市の障害児支援の方向性を明確にした上で、本
定例会において再提案されました。
　委員会では、指定管理者制度の導入後も、サービスの質の向上を達成
し得る管理の在り方を追求すべきであることや、必要な職員を確保し、
障害児の専門的支援や相談体制の拡充を図ることを求めるという意見が
出され、採決の結果、多数の賛成により可決しました。

報告事項　国道134号稲村ガ崎三丁目付近の歩道沈下後の状況について
　８月13日午前４時ごろ、国道134号の稲村ガ崎三丁目付近の道路擁壁
が高波により破損し、歩道が沈下したことを受け、県は海側の歩道の一
部区間を通行止めとし、車道の区間を片側交互通行としました。その後、
県による応急工事が完了したことを受け、９月６日午後６時に車道の片
側交互通行規制を解除しましたが、海側歩道の通行規制は引き続き行わ
れているとのことです。今後、必要な調査・設計を行い、復旧工事等を
実施する予定であるものの、歩道部分に
は、市の下水道幹線管きょが埋設されて
いるため、今後、台風等の襲来による下
水道管きょへの被害が及ばぬよう、県と
調整を図り、防護工事を行っていくとの
ことです。
　委員会では、報告事項について了承さ
れました。

報告事項　防災対策の取組状況について
　市が実施している防災対策について、材木座地区の避難誘導標識の設
置に向け調整を進めているほか、災害時の初動対応のため、避難所への
職員配置数を増員したことなどについて報告があり、併せて９月９日に
鎌倉市に接近した台風15号への対応状況について報告がありました。台
風15号の襲来により、市内で最大１万1200軒の停電が発生したほか、建
物被害、崖崩れ、多くの倒木が報告されているものの、人的被害はあり
ませんでした。市では、停電が解消されるまでの間、冷房を利用できる
休憩所の提供や、飲料水の配布などを行いました。今後、今回の台風で
明らかとなった課題を検証し、防災対策に反映させていくとのことです。
　委員会では、樹林管理の状況、市内各地域の被害状況を収集するため
の連絡体制について、停電時の市民への情報伝達の在り方についてと
いった観点から質疑が行われた後、報告事項について了承されました。

建 設 常 任 委 員 会
観光厚生常任委員会

教育こどもみらい常任委員会
総 務 常 任 委 員 会常任委員会

審査の一部を紹介します

沈下した歩道の状況
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令和元年（2019年）11月１日 か ま く ら 議 会 だ よ り 第２４７号　　（４）

　会　派　名

　議　員　名

主　　　な　　　議　　　案　　　等 議決結果

その他 議案第36号の撤回について 不承認

条
例

第36号 鎌倉市青少年会館条例の一部を改正する条例の制定について 否決

第40号 鎌倉市児童発達支援センター条例の一部を改正する条例の制
定について 可決

補
正
予
算

第46号 令和元年度鎌倉市一般会計補正予算（第５号）
（放課後かまくらっ子推進参与の設置に係る経費等） 可決

第52号 令和元年度鎌倉市下水道事業会計補正予算（第３号）
（国道134号歩道の下水道幹線管きょ防護対策工事に係る経費等） 可決

第53号 令和元年度鎌倉市一般会計補正予算（第７号）
（台風15号による被害の緊急対応に係る経費等） 可決

決
算 第29号 平成30年度鎌倉市一般会計歳入歳出決算の認定について 認定

議
会
議
案

第3号 カジノを含む統合型リゾート（ＩＲ）を憂慮する決議について 否決

第5号 気候非常事態宣言に関する決議について 可決

請
願 第3号 日米地位協定の見直しを国に求める意見書の提出についての

請願書 採択

公　

明　

党

鎌
倉
市
議
会

議　

員　

団

日
本
共
産
党

鎌
倉
市
議
会

議　

員　

団

鎌
倉
み
ら
い

自
由
民
主
党

鎌
倉
市
議
会

議 

員 

団

鎌 

倉 

の

ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を

考
え
る
会

神　

奈　

川

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

運
動
・
鎌
倉

鎌　
　

倉　
　

夢

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
会

無 

所 

属
◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
大
石　
和
久

西
岡　
幸
子

納
所　
輝
次

吉
岡　
和
江

武
野　
裕
子

高
野　
洋
一

山
田　
直
人

池
田　
　
実

前
川　
綾
子

森　
　
功
一

志
田　
一
宏

伊
藤　
倫
邦

中
村　
聡
一
郎

久
坂　
く
に
え

河
村　
琢
磨

保
坂　
令
子

安
立　
奈
穂

髙
橋　
浩
司

日
向　
慎
吾

千　
　
一

く
り
は
ら 

え
り
こ

長
嶋　
竜
弘

竹
田　
ゆ
か
り

松
中　
健
治

－ － － － － － － － － － － － － － － － ○ ○ ○ － － － －

－ － 退 － － － － － 退 ○ ○ ○ － － － － 退 退 － － － － －

○ ○ ○ － － － ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － ○ ○ ○ ○ － － － ○ －

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ －

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 退 ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － ○ ○ － － － － －

－ － － ○ ○ ○ 退 － － － － － － － ○ ○ － － ○ － ○ ○ －

○ ○ ○ ○ ○ ○ 退 退 退 退 退 退 － － 退 退 ○ ○ ○ ○ ○ 退 ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

※�会派は、政策を中心とした同一の理念を共有
する２人以上の議員で構成されます。本市議
会では、会派に属する議員は代表質問や、議
会運営委員会の委員となり、議会運営に関す
る協議を行うことができます。

※◎は会派の代表者
※久坂くにえ議員は議長のため、採決には参加
　していません。

※９月定例会では市長提出議案30件、議員提出議案４件、請願１件、陳情３件の採決を行いました。
   下記以外の議案等への賛否については、議会事務局へお問い合わせください。議 決 さ れ た 主 な 議 案 等

　
９
月
定
例
会
で
は
、
議
員
か
ら

４
件
の
議
案
が
、
市
長
か
ら
30
件
の

議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
主
な

議
案
の
内
容
お
よ
び
議
会
に
お
け

る
議
決
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
議
員
提
出
議
案
》

カ
ジ
ノ
を
含
む
統
合
型
リ
ゾ
ー
ト

（
Ｉ
Ｒ
）
を
憂
慮
す
る
決
議
に
つ
い
て

　

カ
ジ
ノ
を
含
む
統
合
型
リ
ゾ
ー

ト
（
Ｉ
Ｒ
）
は
、
地
方
自
治
体
の

区
域
整
備
計
画
の
申
請
に
基
づ

き
、
国
が
カ
ジ
ノ
の
併
設
を
認
め

る
区
域
を
指
定
し
て
設
置
さ
れ
る

複
合
観
光
集
客
施
設
で
、
国
内
に

最
大
３
カ
所
の
カ
ジ
ノ
の
設
置
が

例
外
的
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

横
浜
市
が
地
域
経
済
の
振
興
、

増
収
効
果
等
の
経
済
的
メ
リ
ッ
ト

を
理
由
と
し
て
、
Ｉ
Ｒ
誘
致
を
表

明
し
ま
し
た
が
、
カ
ジ
ノ
を
含
む

Ｉ
Ｒ
に
地
域
経
済
や
観
光
の
振

興
、
増
収
効
果
等
を
期
待
す
る
こ

と
の
是
非
に
つ
い
て
の
議
論
は
尽

く
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
開
業

に
よ
り
誘
致
自
治
体
の
み
な
ら

ず
、
そ
の
近
隣
自
治
体
に
及
ぼ
す

さ
ま
ざ
ま
な
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
は

看
過
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
カ
ジ

ノ
を
含
む
Ｉ
Ｒ
誘
致
へ
の
憂
慮
を

表
明
す
る
と
と
も
に
、
本
市
に

と
っ
て
は
近
隣
で
あ
り
、
影
響
を

受
け
る
人
口
が
圧
倒
的
に
多
い
首

都
圏
に
カ
ジ
ノ
を
含
む
Ｉ
Ｒ
の
計

画
認
定
が
さ
れ
な
い
こ
と
を
強
く

望
む
こ
と
に
つ
い
て
、
議
会
と
し

て
決
議
す
る
も
の
で
す
。

　
議
会
で
は
、
少
数
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
否
決
し
ま
し
た
。

気
候
非
常
事
態
宣
言
に
関
す
る
決

議
に
つ
い
て

　

人
類
の
活
動
を
主
な
要
因
と
す

る
気
候
変
動
に
よ
っ
て
地
球
環
境

は
劣
化
し
、
も
は
や
持
続
可
能
と

は
言
え
ず
、
我
々
の
生
活
も
脅
か

さ
れ
て
い
る
状
態
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
オ
ー

　

こ
の
度
の
台
風
に
よ
り
被
災
さ

れ
ま
し
た
方
々
に
心
か
ら
お
見
舞

い
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
一
日

も
早
く
復
旧
さ
れ
ま
す
こ
と
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

鎌
倉
市
議
会
で
は
、
二
元
代
表

制
の
趣
旨
に
基
づ
き
、
大
規
模
災

害
等
非
常
時
で
も
議
会
機
能
維
持

を
図
る
た
め
、
議
会
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
業

務
継
続
計
画
）を
策
定
し
ま
し
た
。

今
回
初
め
て
議
会
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
発
動

し
、
開
催
し
た
議
会
災
害
対
策
会

議
で
は
、
災
害
情
報
の
収
集
、
整

理
、
集
約
を
行
い
、
議
会
と
し
て

被
災
情
報
を
把
握
す
る
と
と
も

に
、
市
災
害
対
策
本
部
へ
被
災
情

報
等
を
一
本
化
し
て
提
供
し
ま
し

た
。
災
害
時
で
も
議
会
機
能
を
維

持
す
る
体
制
の
構
築
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

議
会
広
報
委
員

�

森　

功
一

編
集
後
記

ス
ト
ラ
リ
ア
南
東
部
の
自
治
体
デ

ア
ビ
ン
市
が
２
０
１
６
年
12
月
に

初
め
て
「
気
候
非
常
事
態
」
を
宣

言
し
て
か
ら
、
世
界
の
地
方
自
治

体
が
「
気
候
非
常
事
態
」
を
宣
言

し
、包
括
的
な
行
動
計
画
を
立
案
、

実
施
す
る
動
き
が
広
が
っ
て
お

り
、
こ
れ
に
呼
応
す
る
べ
き
で
あ

る
と
考
え
、
本
市
議
会
は
鎌
倉
市

が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
と
し
て
、

「
気
候
非
常
事
態
宣
言
」
を
行
う

よ
う
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
、
議

会
と
し
て
決
議
す
る
も
の
で
す
。

　
議
会
で
は
、
多
数
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

《
市
長
提
出
議
案
》

条
例
関
係
議
案

鎌
倉
市
青
少
年
会
館
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

公
共
施
設
再
編
計
画
に
お
い

て
、
玉
縄
青
少
年
会
館
は
昭
和
45

年
に
建
築
さ
れ
た
建
物
で
あ
り
、

施
設
の
老
朽
化
の
状
況
を
考
慮

し
、
施
設
内
の
機
能
を
順
次
、
他

の
施
設
へ
移
転
し
、
令
和
２
年
度

中
に
廃
止
す
る
こ
と
と
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
当
該
条
例
か
ら
玉
縄

青
少
年
会
館
の
規
定
を
削
除
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
、
公
布
の
日
か

ら
起
算
し
て
18
月
を
超
え
な
い
範

囲
内
に
お
い
て
規
則
で
定
め
る
日

か
ら
施
行
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

す
。

（
審
査
の
経
過
）

　

本
議
案
は
、
９
月
18
日
に
付
託

先
の
教
育
こ
ど
も
み
ら
い
常
任
委

員
会
で
審
査
が
行
わ
れ
、
委
員
か

ら
、
青
少
年
を
含
む
市
民
の
居
場

所
の
確
保
の
見
通
し
が
明
確
で
は

な
い
中
、
閉
館
を
決
定
す
る
の
は

時
期
尚
早
で
あ
り
、
市
民
と
の
十

分
な
意
見
交
換
を
行
う
べ
き
と
の

意
見
や
、
同
会
館
の
老
朽
化
の
状

況
を
考
慮
す
る
と
閉
館
す
る
こ
と

は
や
む
を
得
な
い
も
の
の
、
利
用

団
体
の
活
動
場
所
に
つ
い
て
は
、

市
が
責
任
を
持
っ
て
代
替
の
場
所

を
確
保
す
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う

意
見
が
出
さ
れ
、
そ
の
後
、
採
決

を
行
っ
た
結
果
、
少
数
の
賛
成
に

よ
り
、
原
案
を
否
決
し
ま
し
た
。

　

委
員
会
の
審
査
が
終
了
し
た

後
、
市
長
か
ら
、
教
育
こ
ど
も
み

ら
い
常
任
委
員
会
の
審
査
で
の
指

摘
や
、
近
隣
自
治
町
内
会
や
会
館

利
用
者
等
か
ら
陳
情
が
提
出
さ
れ

た
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
、
同
会
館

の
閉
館
に
つ
い
て
は
、
い
ま
一
度

十
分
な
検
討
を
す
る
必
要
が
あ
る

と
の
考
え
か
ら
、
本
議
案
を
撤
回

す
る
旨
の
申
し
出
が
あ
り
ま
し
た
。

　
議
会
で
は
、
議
案
の
撤
回
に
つ

い
て
は
少
数
の
賛
成
に
よ
り
不
承

認
と
し
、
そ
の
後
、
本
議
案
に
つ

い
て
採
決
を
行
っ
た
結
果
、
少
数

の
賛
成
に
よ
り
、
原
案
を
否
決
し

ま
し
た
。

補
正
予
算

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

　

本
庁
舎
等
整
備
基
本
計
画
策
定

支
援
業
務
に
係
る
経
費
の
減
額
お

よ
び
、
生
活
保
護
被
保
護
者
健
康

管
理
支
援
事
業
に
係
る
経
費
、
幼

児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
に
伴
う

子
ど
も
子
育
て
支
援
シ
ス
テ
ム
改

修
業
務
に
係
る
経
費
、
鎌
倉
武
道

館
空
調
機
器
修
繕
料
の
追
加
等
を

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
歳
入
歳

出
と
も
に
17
万
４
千
円
を
増
額

し
、
補
正
後
の
総
額
は
６
２
７
億

５
５
２
６
万
４
千
円
と
な
り
ま
す
。

　
議
会
で
は
、
多
数
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第

３
号
）

　

国
道
１
３
４
号
稲
村
ヶ
崎
駅
入

口
交
差
点
付
近
の
道
路
擁
壁
に
隣

接
す
る
歩
道
に
埋
設
さ
れ
て
い
る

下
水
道
幹
線
管
き
ょ
の
破
損
を
防

ぐ
防
護
対
策
工
事
に
係
る
経
費
の

追
加
を
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、

資
本
的
収
入
お
よ
び
支
出
と
も
に

３
億
２
４
５
０
万
円
を
増
額
し
、

補
正
後
の
総
額
は
資
本
的
収
入
が

22
億
８
３
４
９
万
８
千
円
、
資
本

的
支
出
が
45
億
２
０
６
１
万
６
千

円
と
な
り
ま
す
。

　
議
会
で
は
、
総
員
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）

　

台
風
15
号
に
よ
る
被
害
の
緊
急

対
応
経
費
と
し
て
、
玉
縄
三
丁
目

３
番
先
災
害
復
旧
業
務
に
係
る
経

費
、
佐
助
保
育
園
倒
木
伐
採
作
業

業
務
に
係
る
経
費
、
既
成
宅
地
等

防
災
工
事
補
助
金
、
第
二
中
学
校

が
け
崩
れ
に
伴
う
倒
木
処
理
等
に

係
る
経
費
の
追
加
等
を
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
、
歳
入
歳
出
と
も
に

２
億
５
０
９
９
万
２
千
円
を
増
額

し
、
補
正
後
の
総
額
は
６
３
０
億

２
２
５
５
万
６
千
円
と
な
り
ま
す
。

　
議
会
で
は
、
総
員
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

《
人
事
案
件
》

人
権
擁
護
委
員

　

人
権
擁
護
委
員
の
任
期
満
了
に

伴
う
候
補
者
と
し
て
、
次
の
方
を

法
務
大
臣
に
推
薦
す
る
こ
と
に
つ

い
て
、
議
会
で
は
多
数
の
賛
成
に

よ
り
同
意
し
ま
し
た
。

新あ
ら

井い　

貴た
か

子こ

氏
（
大
船
在
住
）

三み

留と
め　

利と
し

夫お

氏
（
岡
本
在
住
）

　

任
期
は
、
令
和
２
年
１
月
１
日

か
ら
３
年
間
で
す
。

公
平
委
員
会
の
委
員

　

公
平
委
員
会
の
委
員
の
任
期
満

了
に
よ
る
後
任
者
と
し
て
、
引
き

続
き
次
の
方
を
選
任
す
る
こ
と
に

つ
い
て
、
議
会
で
は
多
数
の
賛
成

に
よ
り
同
意
し
ま
し
た
。

堀ほ
り

内う
ち　

俊
し
ゅ
ん

一い
ち

氏
（
雪
ノ
下
在
住
）

　

任
期
は
、
令
和
元
年
10
月
29
日

か
ら
４
年
間
で
す
。

可決した意見書・決議
　９月定例会では、次の意見書提出および決議に係る議会議案を可決しま
した。なお、可決した意見書は、地方自治法第99条の規定に基づき、関係
機関に送付しました。

◇日米地位協定の見直しを求める意見書
◇2021年度介護保険制度の改定に対する意見書
◇気候非常事態宣言に関する決議

○：賛成　－：反対　退：退席

（可決した意見書および決議の全文は、市議会ホームページをご覧ください）


